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１．所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、報告済みとした。 

（１）平成25年度一般会計補正予算について 

 

２．その他について 

  なし。 

 

３．次回委員会の日程について  

正副委員長に一任することに決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  山 口 清 悦  ○印 
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  平成25年３月14日 2 

 3 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 4 

 5 

                                滝川市長 前 田 康 吉 6 

 7 

 8 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 9 

 10 

 平成25年３月８日付け滝議第140号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次 11 

の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 13 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 

 15 

記 16 

 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

副市長     鈴 木 光 一 19 

経済部長     五十嵐 千夏雄 20 

経済部次長         居 林 俊 男 21 

経済部商業観光課長        浦 川 学 央 22 

経済部商業観光課主査    青 木 康 男 23 

  経済部商業観光課主任主事   今   安紀子 24 

経済部商業観光課駅周辺整備室長   加 地 幸 治 25 

  経済部商業観光課駅周辺整備室主査  後 呂 典 輝 26 

 27 

 28 

 29 

                               （総務部総務課総務グループ） 30 



 

 

 

第23回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 31 

H25.３.15(金)予算審査特別委員会終了後 32 

第 一 委 員 会 室 33 

 34 

○ 開   会 35 

 36 

 37 

 38 

○ 委員長挨拶（委員動静） 39 

 40 

 41 

 42 

１．所管からの報告事項について 43 

 44 

《経済部》 45 

（１）平成25年度一般会計補正予算について           （資料）商業観光課 46 

 47 

 48 

 49 

２．その他について 50 

 51 

 52 

 53 

３．次回委員会の日程について 54 

 55 

 56 

 57 

○ 閉  会 58 

 59 

 60 

 61 
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 62 

第23回 経済建設常任委員会 63 

H25.３.15 (金)予算審査特別委員会終了後 64 

第 一 委 員 会 室 65 

開  会 １６：４５ 66 

委 員 長 ただいまより第23回経済建設常任委員会を開会いたします。 67 

 委員動静報告 68 

委 員 長 まず、委員動静ですが、委員は全員出席です。委員外議員として、木下議員、 69 

井上議員の出席を許可いたします。 70 

第１予算審査特別委員会の方はお疲れでしょうけれども、もう一頑張りお願い 71 

したいと思います。 72 

 １．所管からの報告事項について 73 

委 員 長 それでは、所管からの報告事項について、（１）、平成25年度一般会計補正予算 74 

について説明を求めます。 75 

 （１）平成25年度一般会計補正予算について 76 

今主任主事 （別紙資料に基づき説明する。） 77 

委 員 長 説明が終わりました。 78 

質疑ございますか。 79 

窪 之 内 今、参考資料も見ながら聞いていたのですけれども、未就職卒業者の雇用に配 80 

慮した事業であるのかなと思っているのですが、６名の方については、あくま 81 

でも新規雇用でハローワーク等を通したというふうに考えていいのかどうかと 82 

いうことと、療養型自然体験事業に医療的支援を伴うということがあるので、 83 

新規雇用を予定している方たち全員の６名について一定の知識を持ったり経験 84 

を伴うものとして、そうした資格とかを必要とする雇用の募集を行うというこ 85 

となのか、お伺いしたいと思います。 86 

総事業費に占める人件費割合の取り決めについて、人件費を70パーセント以上 87 

とか、50パーセントのもあるので、今回はそういった取り決めのある事業では 88 

ないのかなというふうに思うのですが、そうした人件費割合についての事業採 89 

択の規定はないのかどうかということと、人件費割合が50パーセントになって 90 

いる舞台技術者養成事業の人件費以外の分というのは、どういったことに使わ 91 

れるというふうに考えればいいのか。ほかの事業も含めてですが、人件費以外 92 

のことについてちょっと大きいところがあるので、その他の使い道についてお 93 

伺いします。 94 

以上です。 95 

今主任主事 まず、人材の募集につきましては、これまでどおりハローワークを通して広く 96 

公募するという形をとっております。 97 

それから、人件費の割合なのですけれども、お手元の資料の概要の主な実施要 98 

件に、事業費に占める新規に雇用された失業者の人件費割合は２分の１以上と 99 

いうことになっておりますので、これまでも緊急雇用事業は全て人件費割合は 100 

総事業費に対して２分の１以上ということになっておりますので、このルール 101 

に基づいて実施をしております。 102 

それから、療養型自然体験事業ですが、おっしゃるとおりこれにつきましては 103 

ある程度専門的な知識、資格等が求められるかと思いますが、医療的支援に係 104 

る人材というのは、あくまでもこれは想定として看護師を想定しております。 105 



 

２ 

 

なお、ほかの森の体験プログラム等につきましては、これは特に資格は要して 106 

おりません。 107 

それから、舞台技術者養成事業ですが、この事業費なのですけれども、現在事 108 

業費は43万円ほど計上しておりまして、主な使い道なのですけれども、１人を 109 

雇用しまして、指導者が１人ついて失業者を指導、育成していくのですが、こ 110 

の期間にその失業者に舞台の運営、企画、設営等を全て任せて、実際に事業を 111 

やっていただくということを計画しております。これに係る研修費ですとか会 112 

場費、舞台設営費、それから広報活動等に伴います印刷製本費等で43万円ほど 113 

計上しているところでございます。 114 

以上です。 115 

窪 之 内 それでは、看護師の資格を有する者以外はハローワークで男女誰でも応募がで 116 

きると、もちろん雇用機会均等法があるので、そういうふうに理解していいの 117 

だと思うのですが、舞台技術者の養成事業は、よく見ると新規の人件費分は321 118 

万5,520円で50パーセントだけれども、実際には指導する人の人件費がそのほか 119 

にあるということで人件費が595万6,000円になっているということで理解して 120 

いいのかと、せっかく養成したということであれば、当然継続雇用もここの分 121 

野は視野に入れたものというふうに考えていいのかどうか伺います。 122 

今主任主事 舞台技術者の人件費ですが、指導者の人件費につきましては、市場調査をして 123 

おりまして、時給に換算しますとこの辺ではかなり高い賃金という形になって 124 

おりますので、人件費新規分は確かに321万5,000円、それ以外が指導者の分と 125 

いう位置づけで間違いありません。 126 

それから、継続雇用ですが、これにつきましては、どの事業につきましても基 127 

本的には地域に根差した企業、それから、これからの事業内容におきましても 128 

継続される事業という位置づけの観点から、継続雇用を全て見込んでいる内容 129 

になっております。 130 

以上です。 131 

窪 之 内 療養型自然体験事業で、この事業主体は前に同じようなメニューのときはそら 132 

ぷちキッズキャンプだったのですが、今回も同じと考えていいのかどうかだけ 133 

伺います。 134 

今主任主事 今回につきましてもそらぷちキッズキャンプを想定しております。 135 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 136 

三  上 ハローワークを通すということは、基本的には滝川市内の方が採用されるとは 137 

限らないですよね。その辺の縛りとかはどうなのでしょうか。砂川市でもこう 138 

いう緊急雇用とかやっているだろうし、滝川の人が必ずしも採用されるとは限 139 

らないというのが１点。 140 

それと、もう一つは、先ほど窪之内委員もお話ししたとおり、緊急雇用を通じ 141 

ていかに滝川に人材が残ってくれるかということも大変重要だと思うのです。 142 

その辺は、先ほど継続雇用になるから大丈夫という話でしたけれども、過去ず 143 

っとやってきたこの緊急雇用のプランで、経済部としてはそういう調査をして 144 

いるのかなというのも１つあるのです。だから、その辺はどうなっているのか 145 

も聞きたいです。 146 

それと、もう一点は、これは実際どこが受けるのかわからないですけれども、 147 

指導者用の人件費が出ているということで、恐らく今までも指導者に対しては 148 

そこのところで人件費を出しているわけなのです。二重取りになるということ 149 



 

３ 

 

はないですか。それを使うのでなくて、もっと別の方法を考えるということは 150 

なかったのかどうか。結局民間の企業が受けたにしても、どちらにしても養成 151 

するということは指導しなくてはいけないのです。それは、企業でもう既に払 152 

っている人件費なのです。それが新たにこのプランを採用することでその指導 153 

者に対しての人件費も見るということになると、二重にその方がなのか、会社 154 

でその分浮くことになるのかどうか。 155 

青木主査 まず、１点目です。新規雇用者、市内、市外、どういった要件で募集するかと 156 

いうことなのですが、これまでの緊急雇用では、もちろん制度としては北海道 157 

内に住んでいる方であれば雇用していいという要件になっておりますが、滝川 158 

市の事業でありますので、滝川市内に限定して応募してほしいという経済部と 159 

しての思いがあります。それで、これまでも市内の方に限定をしてまず募集を 160 

かけまして、万が一いなければ、そのほかの地域の方から応募してもらって、 161 

面接、採用という形をとっております。したがって、今回もまず市内の方にこ 162 

の事業に応募していただいて、いなければ市外の方ということで考えておりま 163 

す。 164 

もう一点は、事業終了後に引き続きその方々の今後の就職先なりの調査につい 165 

てなのですが、こちらの調査については、これまでは事業終了１カ月後に調査 166 

をして、その後どうなっているかという調査はかけておりますが、継続してそ 167 

の後半年、１年、２年後という調査はしていないのが現状です。 168 

もう一点は、新規雇用者の指導者の分の人件費が二重払いになっていないかと 169 

いうことなのですけれども、この事業の期間中に指導した分の人件費を補助金 170 

で交付する、算出するということになっております。例えば１日当たり１万円 171 

の既存職員の賃金だとしたら、１カ月のうち10日であれば１万円掛ける10日と 172 

いうことで10万円を補助金の事業費として計上するということになっておりま 173 

す。 174 

以上です。 175 

浦川課長 緊急雇用を通じていかに人材が残るかという点で、今まで何回か緊急雇用でや 176 

っていたのですけれども、道のほうから連絡が来るのと締め切りがすごく短く 177 

て、そういう調整が十分とれなかったのですけれども、今回起業支援型という 178 

ことでいろいろ従来とは違ったハードルもあったのですけれども、比較的時間 179 

もありまして、まず起業10年以内の民間企業ってどんなところがあるのかとい 180 

うことを調べまして、そこから地域の活性化につながるような事業をイメージ 181 

して、何点か正直当たりました。雇用の見込みがあるのかどうかという確認を 182 

しながら事業を組んできたということもあって、今回につきましては継続雇用 183 

はすごく期待できるものと考えています。 184 

それから、指導員人件費、今説明ありましたけれども、指導員人件費だけでは 185 

ないのですが、実績報告に当たっては伝票１枚１枚チェックされます。人件費 186 

につきましては、日報をきょうは何の業務をしたのだと、指導員もきょうは何 187 

の業務をしたのだと、この日は指導しました、この日は通常業務しましたとい 188 

うことを１日単位でちゃんとチェックして、その分だけお支払いするというよ 189 

うな仕組みになっていますので、二重支払いというような、会社にとってはそ 190 

の分浮くことになるかもしれませんけれども、二重払いというようなことには 191 

なっていないと思っています。 192 

委 員 長 ほかに質疑ありますか。 193 



 

４ 

 

（なしの声あり） 194 

委 員 長 それでは、報告済みといたします。 195 

 ２．その他について 196 

委 員 長 ２、その他について、委員の皆さんから何かありますか。 197 

（なしの声あり） 198 

委 員 長 事務局から何かありますか。 199 

（なしの声あり） 200 

 ３．次回委員会の日程について 201 

委 員 長 ３、次回委員会の日程については、正副委員長にご一任願えますか。 202 

（異議なしの声あり） 203 

委 員 長 以上をもちまして第23回経済建設常任委員会を閉会いたします。 204 

お疲れさまでした。 205 

閉  会 １７：０３ 206 

 207 


